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平成6年 4月広報たまかわ

橿麗彊器調圃謂|

kァA 轟でゴ

(前年度)

(30.8%) 

使用料及び手数料{幼殺凶授
業料 .p絡J手数料など)

分担金及び負担金
(阿武隊中部釣 2区域Jflm地

開発公団事業ttl:i立金など)

3.500万円(1.0%) 繰越金(前
年度からの繰組金)

2，010万円 (0.6%) 財産収入

(基金積立余利子など)

1.907万円 (0.5%) 浦収入(ふ

るさとi羽生事業例人負担念

m金利子など)

(69，2%) 

(千円を四捨五入)

自主財源

26.4% 

依存財源

73.6% 

己自動車取得税交付金
3.010万円 (0.9%)

地方譲与税8，600万円(2.5%)

451，127円
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合計

災害復旧費 895万円 (0.3%)
諸支出金 680万円 (0.2%)

予備費 410万円 (0.1%)
労働費 9万円

公債費

(借金の返済金)

5億9，817万円
(17.0%) 

土木費

(村道の改良・村営
住宅の建設など)

6億3，215万円
(18.0%) 

民生費(福祉・老人福
祉・年金・児童手当-
児童館・保育所など)

5億7，377万円
(16.4%) 

1，432万円(0.4%)

議会費 8.556万円(2.4%)

消防費 1億3，230万円 (3.8%)
(消防聞の運営・消防署へ

の負担金など)

4億1.799万円
(11. 9%) 

農林水産業費
(農林業の振興・ 農
道・林道の整備)

教育費(幼稚閤・
小中学校・公民館体
育施設の管理費など)
3億2，262万円 (9.2%)

総務費(一般管理、企
画、ふるさと創生、広
報、戸籍、選挙など)

商工費

平
成

6
年
度
の
玉
川
村
の
予
算
が
村
議
会

3
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
も
6
億
5
1

7
万
円
多
い
お
億
8
8
7
万
円
と
m
.
8
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
が
前
年
度

を
上
回
る
の
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
を
行
う

た
め
で
す
。
今
年
度
の
玉
川
村
の
予
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
歳
入
(
入
る
お
金
)

村
に
入
る
お
金
「
歳
入
」
を
自
主
財

源
と
依
存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、

自
主
財
源
が
お
.
4
%
、
依
存
財
源

が
刀
.
6
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
5
年
度
と
比
べ
る
と
依
存
財
源
が

4
.
4
%
上
回
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
の

は
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金
で
約
4

億
円
、
次
に
村
債
で
約
1
億
3，

0

0
0
万
円
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
村

税
も
3
，
5
0
0
万
円
増
え
て
い
ま

す
。

( 1月1日現在人口7，778人で載った額)

. 465万円

4，110万円

6億3，921万円

--“"幡、
e 
e 
e 

' o 

' a 

' 
' 

' 
S 

2 
3 

8 

a 
g 

' ' L_____.._______園田ーー--同値目ーーー._----------------~

園田島誼碩自重富闘志缶宙研暑r幽句"‘幽.

3 

3 

t 

Ez ・a
2 

64，469円

38，899円
20，214円
4，044円
1，312月

7，778人

合計

固定資産税

市町村民税

市町村たばこ税

軽自動車税

1月18現在人口

V
歳
出
(
使
う
お
金
)

村
が
使
う
お
金
「
歳
出
」
の
ト
ッ

プ
は
土
木
費
で
す
が
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
約
6
，
0
0
0
万
円
減
っ

て
い
ま
す
。
次
が
公
債
費
で
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
約
3
億
2
，
0

0

0
万
円
増
え
て
お
り
、
歳
出
に
占

め
る
割
合
も
口
%
に
な
っ
て
い
ま

す
。
次
が
民
生
費
で
約
3
億

4
，

5
0
0
万
円
増
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

の
建
設
事
業
を
行
う
た
め
で
す
。

. 360万円

162万円

53万円

一
般
会
計
予
算
・
主
な
項
目
(
千
円
を
四
捨
五
入
)

@総務費関係

・区長の報酬

・村長-助役-収入役の給料手当等

・職員の給料手当(90人)

・村長実際費 ・・・・・・・…........，.一…....250万円

・合併40周年式典経費.............… 一一..600万円

・石川|地方町村会負担金 ・

〈企画関係〉

i・議会費関係

; ・議会議員の報酬、手当

・会議録作成委託料

6，146万円

円万
円

H
U

n〈
U

440万円

180万円

1，484万円

576万円

131万向

-広報7こまかわの発行

〈税務関係〉

・全期前納される方への報償金

・電算業務の委託料等

・納税奨励金

く戸籍住民基本台帳関係〉

・住民情報管理業務の委託

く選挙関係〉

-福島県議会議員選挙経費

11村土地改良区総代選挙経費

く統計関係〉

・農業センサスの調査員報酬

• 

-第 4次玉川村振興計画策定

・空港対策費(周辺対策協議会委員報酬-各協議

会負担金など) …… ・………... 390万円

・ふるさと創生事業(語学講座・海外研{彦・国内

研修など)

339万円

. 2，644万円

80万円

395万円

189万円

964万円

@民生費関係

-社会福祉協議会ヘ補助金

・民生委員協議会へ補助金...

・重度心身障害者への医療費助成
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一
、
心
豊
か
で
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
村
づ
く
り
。

村
氏
が
心
を
一
つ
と
し
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
若
者

が
定
着
で
き
る
都
市
機
能
を
備
え

た
村
づ
く
り
の
推
進

二
、
引
世
紀
に
対
応
で
き
る
生
活

環
境
の
整
備

快
適
な
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
初

め
と
し
て
、
高
速
交
通
時
代
に
向

け
て
の
道
路
網
・
上
下
水
道
整
備

の
推
進
。
人
間
と
自
然
と
の
調
和

を
図
り
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い

を
深
め
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の

推
進
。

三
、
産
業
の
振
興

農
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の

基
盤
整
備
等
を
始
め
、
自
立
農
家

の
育
成
、
特
に
個
性
を
生
か
し
た

農
業
の
振
興
、
商
工
業
の
育
成
強

化
、
優
良
企
業
の
誘
致
の
促
進
。

四
、
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実

高
齢
化
社
会
の
対
応
と
し
て
老

人
の
生
き
が
い
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
潤
い
と

触
れ
合
い
を
育
て
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
。

五
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

計
画
。
川
辺
地
区
に
計
画
し
て
い

る
住
宅
団
地
は
、
一
部
設
計
の
変

更
に
よ
り
平
成
6
年
度
に
着
工
。

-
水
資
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
竜

崎
神
ノ
前
の
工
事
完
成
に
よ
り
、

合
計
2
，3
0
0
ト
ン
と
な
っ
た
口

今
後
予
測
さ
れ
る
水
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
県
は
今
出
ダ
ム
、
千

五
沢
ダ
ム
共
同
化
方
向
で
検
討

中
。
広
域
市
町
村
に
よ
る
企
業
団

設
立
に
つ
い
て
も
県
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。

-
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

3
月

1
日
に
石
川
地
方
7
農
協
が
合
併

し
た
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
協
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
指
導
強
化
を
進
め
る

0

・
商
工
会
育
成
に
つ
い
て
は
、
と

り
ま
く
環
境
の
変
革
に
対
応
で
き

る
人
づ
く
り
、
や
る
気
集
団
の
育

成
・
指
導
・
強
化
等
に
努
力
す
る

0

・
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
地

振
興教

育
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
、
心
豊
か
な
明
る
い
教
育
環
境

づ
く
り
の
推
進
。

六
、
行
財
政
運
営
の
健
全
化

多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を

図
る
よ
う
改
善
策
を
積
極
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
義
務
的
経
費
の
抑

制
に
よ
り
財
政
硬
直
化
の
防
止
に
努

め
る
。

-
雨
中
学
校
の
プ
i
ル
に
つ
い
て
は

平
成
6
年
度
予
算
で
検
討
予
定
だ
っ

た
が
、
財
政
事
情
等
か
ら
次
年
度
で

検
討
し
た
い
。

-
道
路
網
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

村
民
生
活
向
上
と
経
済
活
動
の
健
全

な
発
展
を
促
す
た
め
、
重
点
事
業
と

し
て
取
り
組
む
。

-
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は

第
一
次
の
川
辺
地
区
が
平
成
6
年
度

に
一
部
供
用
開
始
。
第
二
次
と
し
て

竜
崎
地
区
等
を
財
政
事
情
を
検
討
し

な
が
ら
年
次
計
画
で
進
め
る

-
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
内

団
地
時
戸
が
9
月
に
完
成
予
定
、
新
た

に
平
成
6
年
度
は
玉
川
団
地
ロ
戸
を

権
者
向
山
人
中
日
人
の
理
解
を
得
て
お

り
、
残
り
の
地
権
者
の
理
解
を
得
る
た

め
代
替
地
に
つ
い
て
引
続
き
努
力
中
。

守
コ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
先
に
話

の
あ
っ
た
企
業
の
撤
退
に
よ
り
、
滑

走
路
の
延
長
等
を
含
め
て
検
討
し
た

結
果
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
開
発
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
別

な
企
業
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
。
全

国
に
百
カ
所
を
経
営
し
て
い
る
堅
実

性
の
あ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

-
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
経
済
環

境
が
き
び
し
い
中
、
昨
年
1
社
よ
り

進
出
の
申
し
出
が
あ
り
、
現
在
行
っ

て
い
る
農
村
地
域
工
業
導
入
地
区
指

定
が
さ
れ
次
第
、
誘
致
に
取
り
組
む

0

・
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

東

部
開
発
拠
点
に
す
べ
く
陳
情
等
を
し

た
が
白
河
市
に
決
定
さ
れ
た
。
引
続

き
テ
ク
ノ
パ

l
ク
実
現
の
た
め
県
に

陳
情
し
て
い
る
。

-
国
営
母
畑
地
医
総
合
農
地
開
発
事

業
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て
お

年
が
経
過
し
て
お
り
、
現
在
、
平
成

7
年
度
を
め
ど
に
完
了
を
予
定
。
負

担
金
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
千
五
沢

ダ
ム
の
活
水
利
水
の
共
同
化
等
や
、

他
地
区
並
の
負
担
金
と
す
る
た
め
に

県
が
差
額
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
平

均
叩
ア
ー
ル
当
た
り
1
7
，
0
0
0

円
と
な
っ
た
。
一
日
も
早
い
計
画
変

更
の
成
立
の
た
め
努
力
す
る
口

auz 

F
ぬ

u'
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品品目と
• 

376万円金円
沌

奇

A

・・
-敬老年金-農林水産業費関係500万円-福島県信用保証協会貨付金φ公債費関係(村の借り入れ金の返済金)

903万円-ホームヘルプサービス事業の委託 ・344万円-農業委員報酬• 6年度償還元金・ NTT債繰上償還等

301万円-特別養護老人ホーム建設事業償還金200万円-結婚相談所業務の委託
@土木費関係

5億9，817万円
. 3，345万円-村道維持事業(村道の維持補修など)

2，692万円

在宅介護支援センタ-建設に

-特別養護老人ホーム等入所負担金-

-地域福祉センター

607万円

198万円

-被災農家飯用米購入

-いもち病航空防除の補助金
1億2，378万円-緊急地方道整備事業(2路線)

. 25万円-フライト農業団地育成補助金-
-公営住宅建設事業(長内団地 -玉川団地)

3億5，970万円かか否経費等

-阿武隈中部第 2区域農用地公団事業償還金
3億5，706万円

φ衛生費関係1，387万円

94万円-保健協力員報酬-
-団体営農道整備事業 -ふるさと農道整備事業等

1，014万円-消防団員報酬

879万円-公立岩瀬病院出資金、分賦金
1億2，446万円

-消防施設整錆(防火水槽 3墓、 )J¥型動力ポンプ 3

円万
円
ペ
パ
v

n同
)

門
J
t

-村水道事業へ補助金
950万円-水田営農活性化対策事業1，552万円

721万円-農村総合整備計画 ・
18万円-コンポスト購入補助

-松くい虫防除事業等 ・・・・・・…・・ ••• 1， 153万円

875万円-合併処理浄化槽設轟補助 …・・・・
89万円-教育委員報酬

4 

-各種健診の委託............. ・・・…・・・・一.2，452万円

3，810万円-石川地方生活環境施設組合分賦金770万円

φ商工費関係

-村商士会へ商工振興補助金

. 2， 606万円

126万円-村民体育館照明設備等修繕

-須釜中部室建築事業

:φ消防費関係

:φ教育費関係

14億3，872万円言十

897万円5億-国民健康保健特別会計

4イ意4，323万円-老人保健特別会計-

台). 937万円-簡易給水施設特別会計

2億3，574万円-農業集落排水事業特別会計 -

2億4，141万円

1億6，658万円

-上水道事業会計

-収益的支出-

7，483万円-資本的支出 ....

5 
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l 福 島空港 : 開港1周年フエスティパJレl

サツ子

長

主

、王

住民課主査

水道課主査

税務課主査

子紀美

子美高
崎

広

'z
、

バ
河

正

議回

潤

井

越

M 

藤

田

口

須

野

仲立

佐

ネす査

査

査

係納

十王

椙
島
空
港
が
開
港
し
て
か
ら
満
1
年

を
迎
え
た
3
月
白
日
、
空
港
を
中
心
に

「
エ
ア
ポ
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
福
島
空
港
の
利
用

状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
、
国
内
外
を

合
わ
せ
て
約
初
万
人
の
人
が
利
用
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
日
は
、
記
念
事

業
の
一
つ
に
マ
リ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ュ
ニ

ア
が
来
る
ご
と
も
あ
っ
て
、
空
港
内
外

に
朝
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
が
大
勢
訪
れ
、

空
港
の
開
港

1
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。

圏内定期便・臨時便と国際チャーター便の利用状況

国内定期便の一年曹

の平均倍乗率(%)

(平成 5年 3月20日から 6年 3月19日まで。福岡便は 5月1日から)

飛行機の中にはウルトラマンも

6 

保健課主事

、主

事

補

溝

総務課主事補

イシ

平成6年3月31日付

新採用

f" 

子

キイ子

春

敬

輝

さとみ

彦

男

武

i美

成

幸

幸

林

井

沢

谷

長十

針

原

田

湯

塩

-er 
fi'il 

円

事

事

補事

事

主

主

、王

、王

7 



特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

石
川
郡
の

5
町
村
(
玉
川

村
・
石
川
町
・
古
殿
町
・
平
田

村
・
浅
川
町
)
が
広
域
で
運
営

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「
さ
く
ら
荘
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

関
所
式
は
石
川
町
大
字
南
山

形
の
現
地
(
山
橋
地
区
公
民
館
の

前
)
で
行
わ
れ
、
石
川
地
方
町
村

会
長
で
も
あ
る
車
田
次
夫
村
長

ら
が
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
(
こ
の
施
設
の

利
用
に
関
し
て
は
、
役
場
住
民
課
福

祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

「
さ
く

5
荘
」
が
オ
ー
プ
ン

固
定
資
産
評
価
委
員
に

塩
沢
さ
ん
・
小
林
さ
ん

圏

玉
川
村
の
固
定
資
産
評
価
委
員

に
小
林
清
人
さ
ん
(
竜
崎
)
と
塩

沢
藤
雄
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
任
命

さ
れ
、
辞
令
の
交
付
式
が
村
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
前
期
に
引
き
続
き
、

今
後
3
年
間
、
固
定
資
産
の
評
価

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

{fv 
塩沢藤雄さん

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
ヘ

盟関

サ
ル
ス
ベ
リ
と
マ
メ
ツ
ゲ
を

寄

イ寸

平成6年4月

玉
川
村
消
防
団
(
大
竹
勝
義
団

長
)
の
本
団
幹
部
5
名
か
ら
、
須

賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
に
サ
ル

ス
ベ
リ
l
本
と
マ
メ
ツ
ゲ
6
本
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

植
樹
式
に
は
須
賀
川
消
防
署
長

ら
も
訪
れ
、
無
火
災
を
祈
っ
て
派

出
所
の
前
に
記
念
樹
を
植
え
ま
し

た。

広報たまかわ

樹

(
一
美
)
坂
崎
匠
(
昭
)

向
井
寛
晶
(
孝
)
上
野
直
樹
(
俊

光
)
岡
部
美
香
(
栄
吉
)
を

小

林
宏
光
(
光
春
)
縫
佳
里
(
昌

弘
)
増
子
雄
太
(
貞
美
)
草

野
光
悦
(
光
弘
)
関
根
な
お
美

(
勝
則
)
大
和
田
葵
(
寿
美
夫
)

真
野
自
悠
(
光
栄
)

tm

骨
鍾
秀
賞
深
谷
千
恵
(
節
夫
)

大
竹
由
香
里
(
良
庚
)
曽
根
原

舞
(
美
輝
)

8 

元
気
な

H

歯
H

の
表
彰
式

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
5
年
度
「
良
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
、
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
3

歳
児
歯
科
健
診
で
虫
歯
の
な

か
っ
た
子
ど
も
国
人
。
元
気
な

歯
を
し
て
い
る
の
は
次
の
子
供

た
ち
で
す

D

(

)

は
保
護
者
名

*
最
優
秀
賞
車
田
明
紀
枝

(
明
徳
)
車
問
み
ず
ほ
(
勉
)

相
同
大
地
(
栄
光
)
草
野
祐

圏
甥

須
釜
少
年
剣
友
会
が
発
足
し
て
か
ら
日
周

回
・

闘
騒

年
を
迎
え
、
記
念
大
会
と
祝
賀
会
が
関
か
れ

ぞ

ま

し

た

。

一
五
こ
の
行
事
は
、
子
供
た
ち
の
保
護
者
ら
で

村

山

組

織

す

る

後

援

会

(

石

森
三
男
会
長
)
が
主

市
文
字
「
催
。
午
前
中
は
恒
例
の
高
原
杯
と
6
年
生
を

い
ぶ
:
送
る
会
も
兼
ね
て
試
合
を
行
い
、
小
学
3
年

心

周

生

以

上
の
弘
人
と
O
B
の
須
釜
中
剣
道
部
員

の

〕

ら

が

参

加

し

ま

し

た

。

剣

引

ま

た

、

夜

は

マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
祝
賀

川

ル

会

が

開

か

れ

、

指

導

者
の
玉
川
剣
友
会
の
塩

大
J

沢
重
男
さ
ん
ら
に
、

石
森
会
長
が
「
皆
さ
ん

ド

ル

の

献

身

的

な

指

導
で
、
子
供
た
ち
は
た
く
ま

供

し

く

育

っ

て

い

ま

す

」

と

感

謝

状

を

贈
り、

子

空

間

の

労

を

ね

ぎ

ら

い

ま

し

た

。

…
問
問
副
一
騒
音
測
定
調
査
等
を
実

一
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
定
期

…
使
に
つ
い
て
は
苦
に
な
り
ま
せ

一

ん

。
し
か
し
、
小
型
飛
行
機
の
飛

…
来
及
び
離
発
着
(
練
習
・
訓
練
?
)

一
は
、
そ
の
騒
音
・
高
度
・
速
度
・

回
数
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
迷
惑
以

外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

村
は
小
型
機
か
ら
の
収
入
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
?
あ
る
と
す
れ
ば

…
そ
の
利
用
等
に
つ
い
て
知
り
た
い

…
と
思
い
ま
す
。
玉
川
村
の
空
が
小

一
型
機
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に

一
な
ら
な
い
様
、
切
に
要
望
し
ま
す

0

.

(

中

)

佐

藤

啓

腕

さ

ん

一

@

福

島
空
港
は
公
共
用
の
飛

行
場
で
す
か
ら
、
定
期
便
や
チ

ャ
ー
タ
ー
便
と
同
じ
く
小
型
機
も

…
利
用
で
き
ま
す
。
村
に
対
し
て
小

型
機
か
ら
の
収
λ
は
あ
り
ま
せ
ん

i

凶
作
感
謝
状
を
受
け
た
方
々
・
指
導
者
日
塩
沢

重
男
さ
ん
、
宗
形
辰
一
さ
ん
、
大
越
喜
義
さ
ん
、

榊
枝
雅
さ
ん
、
鈴
木
義
一
さ
ん

・
後
援
者
日
高
原
博
司
さ
ん
、
矢
吹
勇
弥
さ
ん
、

渡
辺

一
雄
さ
ん

が
、
空
港
に
よ
る
収
益
や
波
及
効
果
(
名
古
屋
市
)
永
沼
憲
男
さ
ん

は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
型
機

の
運
航
に
つ
い
て
は
、
迷
惑
と
な
ら
閏
間
闘
幽
・
;
新
年
号
の
車
田
村
長

な
い
よ
う
な
コ

l
ス
を
と
る
よ
う
協
さ
ん
の
力
強
い
「
ご
あ
い
さ
つ
」
一

力

を

要

請

し

ま

す

。

の

な

か

の

「

全

村

民

の

団

結

と

創

一

福
島
空
港
管
理
事
務
所
意
工
夫
」を
象
徴
す
る
よ
う
な
「
ア
一

関
闘
固
い
毎
月
「
広
報
た
ま
か
わ
」
イ
デ
ア
↓
商
品
開
発
↓
試
作
」
が
一

を
家
族
一
向
、
ふ
る
里
を
思
い
出
し
で
き
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
っ
て

な
が
ら
な
つ
か
し
く
読
ん
で
い
ま
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

す
。
さ
て
、
私
事
、
ふ
る
里
を
思
い
(
市
川
市
)
小
林
春
治
さ
ん

出
し
千
五
沢
に
時
折
り
足
を
運
ん
で

い
ま
す
が
、
昔
の
住
宅
付
近
は
、
っ
開
閉
指
図
;
広
報
を
楽
し
み
に
し

り
場
の
駐
車
場
に
な
っ
て
お
り
周
り
て
い
ま
す
;
・
。
特
に
思
い
出
の
ア
.

の
「
ゴ
ミ
や
空
き
缶
」

等
を
見
て
、
ル
パ
ム
は
、
遠
き
昔
を
物
語
る
よ
一

悲
し
く
帰
っ
て
き
ま
す
。

う
に
思
い
出
し
感
無
量
で
す
:
・
。

…

何
と
か
村
の
方
で
処
理
を
お
願
い

(川
辺
)
小
針
さ
ん

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
:
:
:
。

(
石
川
町
)
瀬
谷
誠
さ
ん
慣
闘
嗣
幽
:
・
子
供
た
ち
の
た
め
に

@
千
五
沢
ダ
ム
周
辺
の
釣
り
場
初
年
間
無
報
酬
同
で
毎
週
、
月
曜
日
一

に
は
多
く
の
方
が
来
て
釣
り
を
楽
し

と
木
曜
日
に
剣
道
を
教
え
て
く
れ

ん
で
い
ま
す
が
、

ゴ
ミ
や
・
空
き
缶
を
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す

o
m周
一

捨
て
て
行
く
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

年
を
記
念
し
て
大
会
と
祝
賀
会
を
一

村
で
は
、
そ
れ
ら
を
持
ち
帰
っ
て
く
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取
材
に
・
:
。
一

れ

る

よ

う

看

板

を

立

て

て

協

力

を

呼

…

び

か

け

て

い

ま

す

。

保

健

課

@

さ

っ

そ

く

、

大

会

の

方

に

悶

悶

悶

悶

園

お

じ

ゃ

ま

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

…

い
つ
も
村
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
た
。
冷
た
い
体
育
館
の
床
を
も
ろ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
:
:
:
今
と
も
せ
ず
に
、
素
足
で
一
生
懸
命

回
、
東
海
福
島
県
人
会
長
を
引
き
受
に
指
導
さ
れ
て
い
る
方
々
を
見

け
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
故
郷
の

P

て
、
く
つ
下
を
は
い
て
寒
が
っ
て
…

R
に
最
善
の
努
力
を
い
た
す
決
意
で
い
た
自
分
が
は
ず
か
し
く
な
り
ま
.

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
・
:
。

広
報
係
一、

0
3



石川福祉事務所が統合
一福祉相談コーナーを開設一

南須釜の念仏踊りから

あなたの力そ
青年海外協力隊募集説明会

福畠県の機構改革により 4月1臼から

石川福祉事務所が県中社会福祉事務所に

統合され、お年寄りゃ心身に障害のある

方、生活に困っている方などの相談を総

合的にお受けすることになりました。

また、児童や母子の福祉に関する相談

は、福祉事務所を福祉相談コーナーとし

て、相談をお受けします。

詳しくは、役場住民課福祉係まで。

ル日時:5月27日 18時30分~

砂場所:郡山市中央公民舘

炉内 容:派遣のシステムや待遇等につ

いて詳しく説明します。また、協力隊

広報映画の上映や隊員08、OGの体

験発表もあります。入場料、予約等は

一切不要です、お気軽にどうぞ。

惨詳細間合わせ先:県国際課(都道府県

庁の協力縁事業主管諜、冨際協力事業

団国内支部、青年海外協力隊事務局)

匪~ÉB軍置

村のようす
( 6年 3月1日現在)

4・・‘l旦r1，732戸(+3) 

I1 
s 
s 

会員募集中

「ょっぱもの会」

* 

自動車の納税は

お早めに

お誕生おめでとう

ございます

税務署の管轄区域が

変わります

古殿町が石川郡に編入されたことに伴

い、税務署の管轄が次のようになります。

須賀川市、岩
瀬郡、石川郡
(白河署管内

の地域を除く)

須賀川市、岩
瀬郡、吾川郡

6 

-E・E・E覇軍fdl墨田苗置咽画面圃

労働保険の更新は

おすみですか

平成6年度の労働保険の年度更新をす

る時期です。

4月初めに福島労働基準局、または福

島黒雇用保険課から送付される申告書用

紙と記入要領をよく読んで5月16日までに、
最寄りの金融機関、郵便局、労働基準監

督署、福島労働基準局または県雇用保険

課で手続きをされますようお願いいたし

ます。

また、期日までに申告七きるよう、黄

金台帳等を整備されますようお願いいた

します。

平成6年度は、5月15日が日曜日にあ

たり、窓口、金融機関共に休みのために

16日開)になります。

( 3月届出分)

的自

重

弘

時

源

金

2 

円〈

U

A

品

，

「

円

u

10 

'/ 

し
く
は
、
村
公
民
館
E
U
1
3
1
0

1
内
線
臼
番
ま
で
。

尚
、
申
し
込
み
は

5
月
ロ
日
(
木
)

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

平成6年4月

4月・5月の健康ごよみ

広報たまかわ

自動車税は、 4月1El現在に自動車を

所有している(陸運局に登録されている)

方に対し、5月31日を納期限として課税

されます。

納税通知書は、5月中旬に送付されま

すので、早めに納めましょう。

なお、身体障害者や精神障害者等の方

が利用する自動車で、一定の要件に該当

する場合には自動車税が減免される制度

があります。該当される方は、次の書類

を添えて5月24巴までに申請してくださ

〈減免申請に必要な書類等(初めて母請

される場合))

1 自動車税減免申請書(福島県県中地

方振興局県税部にあります)

身体障害者手帳、戦傷病者手帳又は

療膏手帳

運転される方の自動車運転免許証

自動車検査証(車検証)

家族の方が運転される場合には、身

体障害者等のために運転する旨の証

明証

納税義務者の印鑑

出生児氏名

矢吹梓 1)汎
み { ま

石森美穂

地区

小 i高

山小屋

7，681人(-7) 

3， 781人(ー 7)

3，900人(i:0 ) 

おくやみ申し上げます

( 3月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

1真弓シゲヨ 81 曾也

鈴木重男 84 邦重

岡部ミサヲ 80 易 二

青田ツメ 73 矯治

大野キク 80 直寛

佐々木正美 67 正 明

地区

蒜生

小高

中

岩法寺

南須釜

す人う
応 。の福福
募 翼 鳥 島
資 」県県
格 の青で
や 毘年は
派員海
遣 を外平
コ 募派成
l 集遺 6
ス し事年
な て業度
ど いつに
詳 ま若行

11 
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「
優
勝
の記

念
写
真
」

寸
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
小
針
保
一
く
ん

と
伊
藤
く
ん
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
車

田
次
夫
く
ん
(
現
村
長
)
、
フ
ァ
ー

ス
ト
が
車
田
政
美
く
ん
、
セ
カ
ン
ド

が
私
、
サ
l
ド
が
小
林
く
ん
、
シ
ョ
ー

ト
が
須
藤
清
重
く
ん
、
レ
フ
ト
が
関

根
一
之
く
ん
、
セ
ン
タ
ー
が
鈴
木
く

ん
、
ラ
イ
ト
が
須
藤
喜
徳
く
ん
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
」
と
写
真
提
供
の

溝
井
賢
彦
さ
ん
(
小
高
)
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
昭
和

μ
年
ご
ろ

泉
・
須
釜
・
浅
川
・
野
木
沢
の
中
学

校
4
校
が
野
球
の
試
合
を
し
た
時
の

も
の
で
す
。
「
得
点
は
忘
れ
ま
し
た

が
、
優
勝
し
た
記
念
に
撮
っ
た
写
真

で
す
。
場
所
は
野
木
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

現
在
の
野
木
沢
小
学
校
で
す
ね
。
」

と
溝
井
さ
ん
。
当
時
は
物
が
無
い
時

代
で
、
グ
ロ
ー
ブ
を
は
じ
め
帽
子
や

ユ
ニ
ホ
ー
ム
・
ス
パ
イ
ク
な
ど
は
全

部
自
分
で
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
学
校
か
ら
は
胸
の
マ

i
ク
だ
け

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、

帽
子
も
ユ
ニ
ホ
ー
ム
も
な
ん
と
な
く

バ
ラ
バ
ラ
で
す
ね

D

で
も
、
野
球
が

好
き
と
い
う
心
が
一
つ
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
優
勝
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

「ふきのとうが芽ぶくころJ

一東京玉川会員だより-

東京都文京区

水野晴子さん(北須議出身)

たまかわの皆さん
お元気ですか

初
め
て
出
席
し
た
玉
川
会
の
総
会

で
、
ぬ
歳
で
他
界
し
た
姉
の
友
人
に

幻
年
ぶ
り
に
再
会
し
、
思
い
出
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

姉
は
、
ふ
る
里
が
大
好
き
で
し
た
。

治
る
あ
て
の
な
い
病
と
闘
い
な
が
ら

い
つ
も
「
須
釜
に
帰
り
た
い
」
「
田

舎
の
ネ
ギ
が
食
べ
た
い
」
と
一
一
一
一
口
っ
て

お
り
ま
し
た
。
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
、

き
っ
と
玉
川
会
の
発
展
の
た
め
に
尽

く
し
て
く
れ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

会
で
は
、
沢
山
の
方
々
と
知
り
合

え
、
も
っ
と
早
く
か
ら
参
加
し
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
と
悔
や
ん
で
い
ま

す
。
解
散
後
に
、
数
名
の
同
級
生
と

我
が
家
で
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
と
称
し

て
、
相
撲
を
見
な
が
ら
過
ご
し
た
時

間
は
、
と
て
も
楽
し
い
一
時
で
し
た
。

私
は
、
こ
こ
数
年
、
帰
郷
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
自
宅
の
土
手
に
ふ
き
の

と
う
が
芽
を
出
す
と
、
ふ
る
里
の
名

の
な
い
山
々
や
田
・
畑
が
自
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
の
不
思
議
さ
を
母
に
間
い

続
け
、
閤
ら
せ
て
い
た
幼
い
自
分
を

思
い
出
し
ま
す
。

今
年
下
」
そ
飛
行
場
を
見
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
:
:
:
。

今
、
私
は
姉
の
分
ま
で
長
生
き
し
た

い
と
願
い
つ
つ
、
健
康
管
理
に
注
意

し
な
が
ら
、
職
業
婦
人
と
し
て
、
又

主
婦
と
し
て
忙
し
く
飛
び
ま
わ
り
、
、

5
月
の
再
会
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

写
真
は
、
前
列
左
が
私
で
右
が
主

人
。
後
列
の
右
か
ら
長
女
の
選
子
、

長
男
の
恵
児
、
次
女
の
愛
子
で
す
。
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